























































































































































































































































































の ま と め で は、
担当作品をオペラ史の流れに位置づける
とともに、自分なりのオペラ観を述べる
までにほとんどの学生が達している。考
えてみれば、半期の間、毎週オペラ一作
を観ることは（生ではなく収録ではある
が）、オペラファンであっても稀有であ
り、私自身、この授業がなければあり得
ない充実感を味わっている。
今後の展望
　気がついてみると、音楽論演習のテー
マをオペラ史としてから 10 年が経つ。
学生の中には、単位とは関係なく参加す
るリピーターも複数おり、そのほかも、
卒業前にもう一度この授業に出たいと
思ったと顔を出してくれる学生、休講に
なったからとふらっと立ち寄ってくれる
学生などがいる。私にとっても毎回が新
しい発見であり、充実した時である。
　その一方で、このままずっとオペラ
史を続けてよいものかと悩んでもいる。
オペラ史に匹敵するほど音楽論演習に
ふさわしいテーマが見つからないのだ
が、逆に言えば、それだけオペラが魅
力的ということだ。毎年変化する学生
の気質や流行なども考慮しつつ、もう
しばらく続けていこうと思う。
ほしの　ひろみ
（本学異文化コミュニケーション学部教授）
